
平成２９年度 沼田市地域公共交通会議会議録

１ 日 時 平成２９年６月２０日（火） １３時５２分～１４時２５分

２ 場 所 沼田市役所北庁舎 ４Ｆ 中会議室

３ 出 席 者 五十嵐会長 外委員１２名（別紙のとおり）

４ 会議の概要

傍聴者なし。会議の結果は、沼田市公式ホームページ上で公開するこ

とについて確認。

定足数については委員１４名中、１２名出席であり、会議は成立し

た。

（１）協議事項

１）沼須線の「地域内フィーダー系統確保維持計画」について

①計画内容（「資料」１～７ページ）

今年度は国庫補助に係わる要項の改正が遅れ、通常４月には改正され

た要綱が示されていたが、今年度に関しては６月に示された。要綱では

国庫補助に係わる計画を６月末までに提出することとされているが、改

正要綱と同日に示された事務連絡により、今年度については、８月末ま

で延長された。今年度については、要項の改正時期が不透明だったため、

６月末の提出を見据え、この時期に会議を招集させていただいた。先の

事務連絡をふまえ、８月末までに計画を提出したいと思うので、ご承知

おきいただきたい。

地域内フィーダー系統確保維持計画については、地域公共交通の確保・維

持・改善のために、国庫補助の認定を受けるための計画。沼田市においては

平成２７年度に新設した「沼須線」がこれに該当し、運輸局から計画の認定を受

けている。計画には３ヶ年の目標を記載しているが、補助金交付要綱の定

めにより、年度ごとに計画の見直しと事業評価を行い、沼田市地域公共

交通会議での審議が必要となるため、委員の方はご承知おき願いたい。

沼須線について、運行経路に変更はなし。運行時刻については、平成２９

年３月４日付の JR の時刻改正に合わせ、改正を行った。沼田市委託路線の

中では１，２を争う利用者がおり、通院など日常生活に欠かせない路線とな

っているため、路線の定着・維持に努め、交通弱者の移動手段を確保する必

要がある。

計画を提出後、関東運輸局等との調整で表現などが若干変更になることも

あるのでご承知おき願いたい。



【１）沼須線の「地域内フィーダー系統確保維持計画」について質疑応答】

委 員：資料として配られたチラシの MAP 部分は沼田女子高校が作製

したのか。

事務局：沼田女子高校の美術部と文芸部にご協力頂いた。

委 員：どのくらい作製したのか。また、残りはあるのか。適宜補充

しているのか。

事務局：２８，０００部作製し、沼田駅などの観光客利用が想定され

る場所や公共施設に設置して適宜補充している。

委 員：わかればでいいのだが、沼須線は保健福祉センター止まりの

便があるが、そこから先の利用者はどの様に移動しているのか。

委 員：移転前の利根中央病院に徒歩や自転車で通っていた人は保健

福祉センター前のバス停利用を想定している。乗り継ぎについ

ては、つかめてはいないが、他路線でも保健福祉センターが終

点であったり、通過するので乗り継ぎへの配慮はされている。

２）その他

沼須線だけではないが、市内の全路線について、群馬県交通政策課と

連携し、勉強会を開催している。その中で現在の問題点を洗い出し、路

線再編も含めて検討を行っている。もし、路線再編等行う場合、この場

で審議していただく事になるかもしれないので、よろしくお願いしたい。

【２）その他について質疑応答】

委 員：現在の進捗状況は。

事務局：第１回の勉強会を開催済。今月第２回の勉強会を開催し、

問題点等を洗い出す予定。月１回程度開催する予定。

委 員：バスカードの解析を行うと聞いていたが、どの様な状況か。

事務局：優先的に迦葉山線の解析などを行ってもらっている。

委 員：まだ結果は出てこないか。

委 員：データを解析中であり、次回の勉強会ではお示しできるの

ではないか。その他アクセシビリティ評価表という机上でのバ

ス利用シミュレーションを行っている。

委 員：交通だけ切り出していってもなかなかうまくいかない。まち

づくりの観点も含め、検討していかなければと思っている。も

う少し広げると高齢者の健康作り、高齢になっても 歩いて暮

らせるまちづくりも必要。そういったことを含め、総合的に市

としても対応していきたいと考えている。地域の交通手段であ



る公共交通を交通弱者や高齢者からも使いやすく、使い勝手の

いい運行を多角的に検討して行きたいと考えている。

〈協議結果〉

１）沼須線の「地域内フィーダー系統確保維持計画」について及び２）その他につ

いて質疑応答の後、諮った結果、異議なく原案のとおり承認された。


